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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次

第50期

第１四半期

連結累計期間

第51期

第１四半期

連結累計期間

第50期

会計期間
自　平成23年７月１日

至　平成23年９月30日

自　平成24年７月１日

至　平成24年９月30日

自　平成23年７月１日

至　平成24年６月30日

売上高 （千円） 2,259,768 3,240,115 11,509,783

経常利益又は経常損失（△） （千円） 92,326 △69,397 △30,804

四半期純利益又は
四半期（当期）純損失（△）

（千円） 49,240 △104,700 △163,895

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △20,209 △184,852 △203,745

純資産額 （千円） 6,385,780 5,981,615 6,179,123

総資産額 （千円） 11,055,82913,426,093 13,365,935

１株当たり四半期純利益又は
四半期（当期）純損失（△）

（円） 19.47 △41.39 △64.79

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 57.8 44.6 46.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △25,459 △30,879 50,574

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △162,327 △347,102 △2,693,887

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 736,258 579,534 1,670,795

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 4,203,289 2,890,936 2,693,355

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、当第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期(当期)純損失のため、前第１四半期連結累計期間は、希薄化

効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要を背景に穏やかな回復傾向にありま

したが、欧州債務危機問題及び円高の長期化に加え、領土問題に端を発する政治・経済への影響など、先行きが不透明

な状況で推移いたしました。

当社グループの主要得意先であります自動車部品業界におきましては、タイ国の大規模洪水による影響から回復

した事、及びエコカー補助金等の効果により、生産活動は回復してまいりました。

このような経営環境の中、当社グループではグローバル化の推進として、各海外拠点での現地生産体制の確立及び

推進、国内においては、グループ内の融合・相乗効果創出を目指し取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高につきましては、鋼材価格の値下げに伴う受

注金額の減少、及び海外メーカーとの価格競争激化に伴う値引きの増加等により、当社の既存得意先への売上は減収

となりましたが、昨年12月にグループ会社となりました株式会社三ツ知春日井の既存得意先の売上寄与により、売上

高は32億40百万円（前年同期比43.4％増）となりました。一方利益面につきましては、売上に対応した鋼材価格の値

下げが、自給材等の原材料仕入価格への転嫁が想定以下になったこと、及びタイ洪水に伴うタイ国における日本での

代替生産品の在庫が滞留し、現地生産品に切り替わっていないことによる売上総利益率低下等により、10百万円の営

業損失(前年同期は１億円の営業利益)となりました。また、タイ国におけるバーツ安による為替差損65百万円の計上

等により69百万円の経常損失(前年同期は92百万円の経常利益)、１億４百万円の四半期純損失(前年同期は49百万円

の四半期純利益)となりました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①日本

一部製品の海外生産移管による受注の減少、及び海外メーカーとの価格競争激化に伴う値引きの増加等により、

既存得意先への売上高は減収となりましたが、昨年12月にグループ会社となりました株式会社三ツ知春日井の既

存得意先の売上寄与により、売上高は29億14百万円（前年同期比44.0％増）となりました。一方利益面につきまし

ては、鋼材価格値下げに伴う受注単価減少、及び自給材等の原材料仕入価格への転嫁が想定以下になったことによ

り売上総利益率が低下し、営業利益は52百万円（前年同期比41.8％減）となりました。
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②米国

北米地区の完成車メーカーの増産及び新規製品の受注増加等により、売上高は１億42百万円（前年同期比

104.6％増）となりました。一方利益面につきましては、主に現地生産品の増収要因により、営業利益は１百万円

（前年同期は４百万円の営業損失）となりました。

③タイ

昨年10月の大規模洪水の影響から洪水前の売上規模に回復したことにより、売上高は４億８百万円（前年同期

比20.3％増）となりました。一方利益面につきましては、日本での代替生産品の在庫が滞留し、現地生産品に切り

替わっていない為、売上総利益率が大幅に低下し、61百万円の営業損失(前年同期は５百万円の営業利益)となりま

した。

④中国

昨年12月より得意先への出荷を開始し、売上高は12百万円となりました。一方利益面につきましては、前期発生

した創業費が減少しましたが、生産開始に伴う人員の増加及び償却費の増加等により、26百万円の営業損失(前年

同期は10百万円の営業損失)となりました。

　

(2)　キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ１億97百万円増加し、28億

90百万円（前年同期比31.2％減）となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費１億16百万円、賞与引当金の増加額78百万円、売上債権の減少

額１億36百万円等による資金増があり、一方で税金等調整前四半期純損失72百万円、法人税等の支払額１億54百万円、

仕入債務の減少額84百万円、たな卸資産の増加額60百万円等による資金減により、30百万円の支出（前年同期比

21.3％増）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出３億36百万円等による資金減により、３億47百

万円の支出（前年同期比113.8％増）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加額６億円、長期借入れによる収入１億円の資金増があ

り、一方で配当金の支払額12百万円、長期借入金の返済による支出68百万円及び社債の償還による支出21百万円等に

よる資金減により、５億79百万円の収入（前年同期比21.3％減）となりました。

　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成24年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年11月13日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 2,652,020 2,652,020
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株で
あります。

計 2,652,020 2,652,020 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 2,652,020 － 405,900 － 602,927

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載する

ことができませんので、直前の基準日である平成24年６月30日の株主名簿により記載しております。

①　【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
普通株式 122,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,527,400 25,274 －

単元未満株式 普通株式 2,120 － －

発行済株式総数 2,652,020－ －

総株主の議決権 － 25,274 －

(注)　単元未満株式には、当社所有の自己株式20株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
(％)

（自己保有株式）
名古屋市守山区藪田町510番地 122,500 － 122,500 4.6

株式会社三ツ知

計 － 122,500 － 122,500 4.6

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年７月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,763,337 2,952,762

受取手形及び売掛金 ※１
 3,193,624

※１
 3,039,558

たな卸資産 1,581,216 1,603,227

その他 433,347 442,773

貸倒引当金 △5,327 △4,765

流動資産合計 7,966,197 8,033,556

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 684,559 688,127

機械装置及び運搬具（純額） 959,328 974,611

土地 1,928,384 1,925,334

リース資産（純額） 204,674 188,835

建設仮勘定 14,480 37,526

その他（純額） 135,264 165,688

有形固定資産合計 3,926,691 3,980,124

無形固定資産

のれん 566,526 544,736

その他 71,595 66,556

無形固定資産合計 638,121 611,293

投資その他の資産

投資有価証券 150,898 140,240

その他 706,447 683,315

貸倒引当金 △22,422 △22,437

投資その他の資産合計 834,924 801,118

固定資産合計 5,399,738 5,392,536

資産合計 13,365,935 13,426,093
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 2,754,651

※１
 2,527,912

短期借入金 400,000 1,000,000

1年内償還予定の社債 42,000 42,000

1年内返済予定の長期借入金 274,632 284,981

リース債務 72,589 70,951

未払法人税等 143,948 46,981

賞与引当金 46,539 125,034

役員賞与引当金 － 3,111

その他 534,528 450,759

流動負債合計 4,268,888 4,551,730

固定負債

社債 658,000 637,000

長期借入金 1,815,479 1,836,280

リース債務 189,685 169,658

退職給付引当金 81,370 77,166

役員退職慰労引当金 112,332 111,899

その他 61,056 60,741

固定負債合計 2,917,923 2,892,746

負債合計 7,186,811 7,444,477

純資産の部

株主資本

資本金 405,900 405,900

資本剰余金 602,927 602,927

利益剰余金 5,554,682 5,437,326

自己株式 △135,948 △135,948

株主資本合計 6,427,562 6,310,206

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △9,776 △18,604

為替換算調整勘定 △238,661 △309,985

その他の包括利益累計額合計 △248,438 △328,590

純資産合計 6,179,123 5,981,615

負債純資産合計 13,365,935 13,426,093
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 2,259,768 3,240,115

売上原価 1,865,315 2,785,334

売上総利益 394,452 454,781

販売費及び一般管理費 294,401 465,653

営業利益又は営業損失（△） 100,050 △10,872

営業外収益

受取利息 1,072 641

受取配当金 226 264

作業くず売却益 1,266 9,360

その他 5,906 9,939

営業外収益合計 8,472 20,204

営業外費用

支払利息 6,535 12,437

為替差損 7,665 65,396

その他 1,994 895

営業外費用合計 16,195 78,728

経常利益又は経常損失（△） 92,326 △69,397

特別利益

固定資産売却益 706 －

特別利益合計 706 －

特別損失

固定資産売却損 53 －

固定資産除却損 9 －

投資有価証券評価損 － 3,156

特別損失合計 62 3,156

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

92,971 △72,553

法人税、住民税及び事業税 71,710 59,075

法人税等調整額 △27,980 △26,929

法人税等合計 43,730 32,146

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

49,240 △104,700

四半期純利益又は四半期純損失（△） 49,240 △104,700
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

49,240 △104,700

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,609 △8,827

為替換算調整勘定 △64,840 △71,323

その他の包括利益合計 △69,450 △80,151

四半期包括利益 △20,209 △184,852

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △20,209 △184,852

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

92,971 △72,553

減価償却費 81,662 116,496

のれん償却額 － 21,789

貸倒引当金の増減額（△は減少） 146 △214

賞与引当金の増減額（△は減少） 44,400 78,495

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,860 3,111

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 567 △432

受取利息及び受取配当金 △1,299 △905

支払利息 6,535 12,437

固定資産売却損益（△は益） △653 －

固定資産除却損 9 －

売上債権の増減額（△は増加） △195,657 136,542

たな卸資産の増減額（△は増加） △75,087 △60,961

未収入金の増減額（△は増加） △42,837 45,114

仕入債務の増減額（△は減少） 150,240 △84,631

未払金の増減額（△は減少） △19,621 △2,132

未払費用の増減額（△は減少） △5,157 △24,919

その他 △8,120 △30,071

小計 20,237 137,161

利息及び配当金の受取額 1,369 1,007

利息の支払額 △8,038 △14,109

法人税等の支払額 △39,028 △154,938

営業活動によるキャッシュ・フロー △25,459 △30,879

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △18,000 △18,000

定期預金の払戻による収入 24,000 24,000

固定資産の取得による支出 △151,568 △336,474

固定資産の売却による収入 1,003 93

投資有価証券の取得による支出 △1,288 △1,326

その他 △16,473 △15,395

投資活動によるキャッシュ・フロー △162,327 △347,102
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 910,000 600,000

長期借入れによる収入 100,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △318,739 △68,850

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △17,662 △18,460

社債の発行による収入 98,600 －

社債の償還による支出 － △21,000

配当金の支払額 △35,940 △12,155

財務活動によるキャッシュ・フロー 736,258 579,534

現金及び現金同等物に係る換算差額 △20,470 △3,971

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 528,001 197,580

現金及び現金同等物の期首残高 3,469,698 2,693,355

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

205,589 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 4,203,289

※１
 2,890,936
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【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年７月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日以後に取
得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。
これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりで

あります。

　

　
前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

  受取手形 18,952千円 22,296千円

  支払手形 296,352千円 251,365千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

　
　
　
　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年７月１日
  至  平成23年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年７月１日
  至  平成24年９月30日)

現金及び預金 3,765,991千円 2,952,762千円

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する
短期投資(有価証券)

500,000千円 －千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △62,701千円 △61,825千円

現金及び現金同等物 4,203,289千円 2,890,936千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年９月22日
定時株主総会

普通株式 37,942 15平成23年６月30日 平成23年９月26日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年７月１日  至  平成24年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月27日
定時株主総会

普通株式 12,647 ５ 平成24年６月30日 平成24年９月28日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 日本 米国 タイ 中国 合計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,871,98769,461318,319 － 2,259,768

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

151,796 2 20,975 － 172,774

計 2,023,78469,463339,294 － 2,432,543

セグメント利益又は損失(△) 89,791△4,625 5,891△10,69580,363

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

（単位：千円)

利益又は損失 金額

  報告セグメント計 80,363

  セグメント間取引消去 19,687

四半期連結損益計算書の営業利益 100,050

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自  平成24年７月１日  至  平成24年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　 日本 米国 タイ 中国 合計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,707,270142,123389,763 9573,240,115

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

207,337 4 18,42511,174236,941

計 2,914,607142,128408,18812,1313,477,056

セグメント利益又は損失(△) 52,287 1,956△61,807△26,264△33,827

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

（単位：千円)

利益又は損失 金額

  報告セグメント計 △33,827

  セグメント間取引消去 22,955

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △10,872
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年７月１日
  至  平成23年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年７月１日
  至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

19.47円 △41.39円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) 49,240 △104,700

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

49,240 △104,700

普通株式の期中平均株式数(株) 2,529,500 2,529,500

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、当第１四半期連結累計期間は、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期純損失であるため、前第１四半期連結累計期間は、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月９日

株式会社三ツ知

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ 　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　服　　部　　則　　夫　　印

業務執行社員 　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　奥　　田　　真　　樹　　印

業務執行社員 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社三ツ知の平成24年７月１日から平成25年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成
24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年７月１日から平成24年９
月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三ツ知及び連結子会社の平成24年９
月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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